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無担保普通社債の発行に関するお知らせ 

 

本日、下記のとおり第17回無担保普通社債（社債間限定同順位特約付）（グリーンボンド）及び第18回無担

保普通社債無担保普通社債（社債間限定同順位特約付）を発行することといたしましたので、お知らせいたし

ます。 

 

記 

 

 １． 社 債 の 名 称 芙蓉総合リース株式会社第 17回無担
保社債（社債間限定同順位特約付） 

（グリーンボンド） 

芙蓉総合リース株式会社第 18回無担

保社債（社債間限定同順位特約付） 

 ２． 社 債 の 総 額 金 100億円 金 100億円 

 ３． 各 社 債 の 金 額 １億円 

 ４． 利 率 年 0.210％ 年 0.509％ 

 ５． 払 込 金 額 各社債の金額 100円につき金 100円 

 ６． 償 還 金 額 各社債の金額 100円につき金 100円 

 ７． 償還の方法及び期限 2023年 11月２日満期一括償還 2028年 11月２日満期一括償還 

 ８． 利 払 期 日 毎年５月２日及び 11月２日 

 ９． 募 集 期 間 2018年 10月 26日 

１０． 払 込 期 日 2018年 11月２日 

１１． 募 集 方 法 一般募集 

１２． 担  保 本社債には担保及び保証は付されておらず、また本社債のために特に留保
されている資産はない。 

１３． 社債等振替法の適用 本社債は、その全部について社債、株式等の振替に関する法律（以下「社
債等振替法」という。）第66条第２号の定めに従い社債等振替法の規定の
適用を受けることとする旨を定めた社債であり、社債等振替法第67条第２

項に定める場合を除き、社債券を発行することができない。 

１４． 引 受 会 社 みずほ証券株式会社 
ＳＭＢＣ日興証券株式会社 
しんきん証券株式会社 

 

 
 

１５． 申 込 取 扱 場 所 引受会社の本店及び国内各支店 

１６． 財 務 代 理 人 株式会社みずほ銀行 

１７． 発 行 代 理 人 及 び 
支 払 代 理 人 

株式会社みずほ銀行 

１８． 振 替 機 関 株式会社証券保管振替機構 

１９． 取 得 格 付 Ａ（シングルＡ）:株式会社日本格付研究所 
Ａ－（シングルＡマイナス）：株式会社格付投資情報センター 



第 17回無担保普通社債（社債間限定同順位特約付）（グリーンボンド） 

（以下「本グリーンボンド」といいます）」について 

 

当社は 2018年 10月５日付で公表した「グリーンボンド発行に関するお知らせ」に関し、本グリーンボン

ドを発行いたします。 

 

１．調達資金の使途 

本グリーンボンドで調達された資金は、全額を当社子会社が保有している既往の太陽光発電設備資金のた

めに発行したコマーシャル・ペーパーの償還資金及び当社子会社が建設中の太陽光発電設備の設備投資資金に

充当する予定であります。 

 

２．適格性に関する第三者評価 

本グリーンボンドの適格性については、第三者評価として、株式会社日本格付研究所（JCR）から「JCRグ

リーンボンド評価」の最上位評価である「Green1」の評価を取得しました。 

 

３．レポーティング 

グリーンボンドの資金充当状況及び発電量の理論値から所定の計算方法により計算したＣＯ２削減量につ

いて、当社ウェブサイト上にて、年次で開示することを予定しています。 

加えて、グリーンボンドが償還されるまでの間、ＪＣＲより、資金の充当状況及び環境改善効果としての

開示内容等のレポーティングの状況を主とした「ＪＣＲグリーンボンド評価」のレビューを受ける予定です。 

 

４．本グリーンボンドに関する投資表明 

本日時点において、本グリーンボンドへの投資を表明して頂いている投資家は下記の通りであります。 

 

＜投資表明投資家一覧＞（五十音順） 

 

株式会社大分銀行 

学校法人埼玉医科大学 

巣鴨信用金庫 

東京海上アセットマネジメント株式会社 

日本電設工業株式会社 

株式会社東日本銀行 

三井住友トラスト・アセットマネジメント株式会社 

三菱ＵＦＪ国際投信株式会社 

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 

労働金庫連合会 

 

今般のグリーンボンドにより調達された資金は、福島県浪江町の大規模太陽光発電設備における建設資金等

に充当することを予定しております。 

芙蓉リースグループは、グリーンボンドの発行により資金調達手段の多様化を進めるとともに、再生可能エ

ネルギーの普及をはじめとした気候変動問題への取り組みを更に推進し、持続可能な社会の実現に貢献してま

いります。 

 

以上 


